
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

エ ン ヴ ィ ー： ……なんでこ んなわけのわかんない講義に、 あたし が出なく ち ゃ なんないんだ？ 

ア リ シア ： エ ン ヴ ィ ーち ゃ ん、 そ んな事言っ ち ゃ ダ メ だよ～……せっ かく 『 リ ヒ テ ン ブ ルグ魔法学園』  

について、 おさ ら いを し ても ら える んだから 。  

ユーナ ： そ れに、 別教科の足り ない単位も補填し て く れる っ て言う んだから ……エ ン ヴ ィ ーに と っ ては 

渡り に船じ ゃ ないの？ 

エ ン ヴ ィ ー： ぐ ……ま 、 ま あ、 特にする事無いから 、 出てやっ ても いいけど さ 。  

ア リ シア ： う ふふ、 良かっ た～……エ ン ヴ ィ ーち ゃ ん、 偉いです～ 

エ ン ヴ ィ ー： あ、 あのさ 、 ア リ シア 。 そ れ止めて く んない？……ま るであたし が、 ガキみたいじ ゃ ないの。  

ア リ シア ： えー、 そ う ですか～？ エ ン ヴ ィ ーち ゃ んの頭っ て、 撫でてて気持ち良いですよ～ 

ユーナ ： ま ぁ 、 ガキと 言えばガキかな？ 主に身長と か、 胸と か。  

エ ン ヴ ィ ー： ……えーと 、 講義の内容は『 化け猫の黒焼き 』 の作り 方だっ け？ 

ユーナ ：『 洗濯板のヌ ード デッ サン 』 じ ゃ なかっ たけ？ 喜ぶ人は少なそ う だけど 。  

ア リ シア ： あわわ！ 二人と も 、 こ んな所でレ イ テ ン スなんか出し ち ゃ ダ メ ですよ～ 

リ ゼッ ト ： ほら ほら エ ン ヴ ィ ー、 ユーナ……先生がいら っ し ゃ っ たわよ 、 そ のく ら いにし ておき なさ い。  

レ テ ィ ーシャ ： あいから わず賑やかね、 あなた達は…… 

エ ン ヴ ィ ー： げげっ ！ 色気ババァ っ ！ 

レ テ ィ ーシャ ： ……エ ン ヴ ィ ーの声が聞こ えたけど 、 姿が見えないわね。  

エ ン ヴ ィ ー： あん？……ど こ 見てんだよ？ 目の前に立っ てる じ ゃ ん。  

レ テ ィ ーシャ ： あら あら 、 そ んな所にいたの、 エ ン ヴ ィ ー？……こ の大き く て美し い胸に隠れて、  

姿が見えなかっ たわ。  

エ ン ヴ ィ ー： …………… 

レ テ ィ ーシャ ： いつも の帽子を被っ てるなら と も かく 、 帽子を被っ てない時は私のすぐ 前に立たないよ う  

に……いいわね？ 踏んづけち ゃ う と 困るから 。  

ユーナ ： に ゃ はははっ ！ 確かに先生の前に立っ てる と 、 エ ン ヴ ィ ーっ て胸に隠れて見えなく なっ  

ち ゃ う ね～ 

ア リ シア ： ゆ、 ユーナち ゃ ん……こ れ以上エ ン ヴ ィ ーち ゃ んを刺激し ない方が…… 

エ ン ヴ ィ ー： むき ーっ ！ 無駄にでかいモ ン ぶら 下げてるから っ て 、 いい気になるなぁ ーっ ！ 

リ ゼッ ト ： ……エ ン ヴ ィ ー、 授業中は静かにね。  

エ ン ヴ ィ ー： こ 、 こ れが黙っ ていら れるかーっ ！ 

リ ゼッ ト ： ……静かにね。  

エ ン ヴ ィ ー： う 、 う う ぅ ……は、 はい。  

ユーナ ： に ゃ ははははは！ 怒ら れた～怒ら れた～ 

リ ゼッ ト ： ユーナ、 あなたも よ？ 

ユーナ ： に ゛ ゃ っ ！？ 

ア リ シア ： はぅ ～……リ ゼッ ト さ んの笑顔は、 いつも効果絶大です～ 

エ ン ヴ ィ ー： ……そ の裏に透けて見える モ ノ が、 怖いだけだ っ て 。  

レ テ ィ ーシャ ： さ て 、 今日は『 リ ヒ テ ン ブ ルグ魔法学園』 についての特別講義なんだけど…… 

めんど く さ いから リ ゼッ ト 、 任せたわ。 

 

ユーナ ： は、 早っ ！ 

リ ゼッ ト ： はい……ではまず、 簡単な説明から 。  

リ ゼッ ト ： こ こ 、『 リ ヒ テ ン ブ ルグ魔法学園』 が掲げている モ ッ ト ーは、「 論理と 実践」 です。  

リ ゼッ ト ： 魔法を 、 系統立てた学問と し て学ぶ……それが「 論理」 ですね。  

リ ゼッ ト ： そ し て 、 そ の学んだ事を生かす「 実践」 にあたる のが……「 課外実習」 と いう 授業です。  

リ ゼッ ト ： こ の 「 課外実習」 は、 論理だけではど う にもなら ない経験や判断力と いっ たも の  

を養う ためのフ ィ ールド ワ ーク であり ……遺跡の探索やモ ン ス タ ー退治など 、  

魔法の力を最大限に生かせる活動に重き を置いていま す。  

リ ゼッ ト ： さ ら に学園では、 そ う いっ た フ ィ ールド ワ ーク に必要な技術……語学、 薬学、  

剣術、 体術と いっ た様々な技術も教えていま す。  

リ ゼッ ト ： そ し て独り では困難な場面も 、 仲間がいれば乗り 越えら れる と いう 事を学んで  

も ら う 為に……ク ラ ス内で「 課外実習グループ 」 を作り 、 卒業までの間苦楽を共に  

し ても ら っ ていま す。  

エ ン ヴ ィ ー： 簡単な内容なら 、 あたし は独り の方がやり やすいけど……あれ？ そ う いえば、 ガイ と  

ルーディ がいないね？ 

リ ゼッ ト ： そ う いえば、 女の子達だけ集めれば良いと おっ し ゃ っ ていま し たけれど……ど う いっ た意図 

だ っ たのでし ょ う 、 先生？ 

レ テ ィ ーシャ ： ん～……何と なく 今日は、 女の子を愛でたい気分だっ たから 。  

ユーナ ： …………… 

ア リ シア ： あ、 あはは…… 

エ ン ヴ ィ ー： はぁ 、 疲れる……で、 女の子だから 金ぴかが呼ばれてるんだ。  

エ ルフ リ ーデ： ……も し かし て金ぴかと は、 私の事かし ら ？ エ ン ヴ ィ ー？ 

エ ン ヴ ィ ー： う ん……だっ て 、 金ぴかじ ゃ ん。  

エ ルフ リ ーデ： ……やはり あなたには、 礼儀と 美と いう も のを叩き込んで差し 上げなければなり ま せんわね。  

エ ン ヴ ィ ー： あたし は、 あたし の価値観で満足し てるの……余計なお節介は、 いら ないよ 。  

エ ルフ リ ーデ： おだま り なさ い！ 背と 胸の無いあなたに、 選択の余地はあり ま せんわ！！ 

エ ン ヴ ィ ー： む……連敗記録を更新するの、 止めと いてあげよ う と 思っ たんだけど……そ う いう コ ト 言う んだ。  

エ ルフ リ ーデ： ふん！ つま ら ない情けは、 無用ですわ！！ 

ユーナ ： あーあ、 ま た始ま っ ち ゃ っ た 。  

リ ゼッ ト ： 止めま すか、 先生？ 

レ テ ィ ーシャ ： ん～、 こ のま ま でいいわ……今日はこ のく ら いで、 終わり にし ち ゃ いま し ょ 。  

リ ゼッ ト ： ……次は真面目に、 お願いし ま すね。  

ア リ シア ： あ、 白熱し たバト ルの前ですけれど～……『 魔剣少女エ ン ヴ ィ ー  

～Bl ade of  Lat ens・ 炎の継承者～』 は、 今秋発売予定です～ 

ア リ シア ： フ ァ ン タ ジー世界を舞台に、 可愛く も勇ま し いヒ ロ イ ン達が暴れま く り です。  

シミ ュ レ ーショ ン Ｒ Ｐ Ｇシス テムに、『 萌え 』 ＆『 燃え 』 を ミ ッ ク ス！ 

エ ッ チシーン も 、 多数用意さ れていま～す……私も 、 そ の被害者ですが～ 

ユーナ ： ア リ シア 、 さ っ き から 誰と 話し てる の？ 

ア リ シア ： え 、 えーと ……こ れは、 お約束なんです～ 

エ ルフ リ ーデ： いざ 、 参り ま すわよ！ 

エ ン ヴ ィ ー： ふん、 返り 討ちにし てあげる よ！ 

ア リ シア ： え 、 えーと ……エ ン ヴ ィ ーち ゃ んは、 ホン ト はと っ ても優し い子ですから 。  

みなさ ん、 応援し てあげて く だ さ いね～♪ 


